
日本独自に開発した技術により血球計数の真の自動化を開拓
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100年近く続く顕微鏡を使った計算盤による目視の血球算定方法から、日
本で自動測定を目指した自動血球計数装置である。米国で既に別方式の装
置が開発されていたものの、細孔通過時に電極間に高周波を加えながら微
小な静電容量変化を検出する世界初の独創的技術により高精度な血球計数
装置を開発し、真の自動化の幕開けとなった。装置販売だけでなく「正し
い計数結果をお届けする」というフィロソフィーのもと、必要な試薬や測
定ノウハウなど、研究の成果や使用者の声を載せた会報誌も同時に提供し
全国に浸透させていった。今日の飛躍的に拡大した臨床検査領域の発展に
顕著な役割を果たした装置として重要である。
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